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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】熱伝導部材が湾曲によって劣化及び破損するこ
とを防止できる照明装置を提供する。
【解決手段】照明装置は、１次光を出射する光源部と、
光源部と光学的に接続し、光源部から出射された１次光
を導光する導光部材３０と、導光部材３０によって導光
された１次光の光学特性を変換して照明光を生成し、照
明光を出射する照明ユニット４０とを有している。また
照明装置は、熱伝導の方向に異方性を有し、照明ユニッ
ト４０と熱的に直接接続し、導光部材３０に沿って配設
されている熱伝導部材７０と、導光部材３０と熱伝導部
材７０とよりも外側に配設され、熱伝導部材７０を保護
する保護部材８０とをさらに有している。
【選択図】図２Ａ
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１次光を出射する光源部と、
　前記光源部と光学的に接続し、前記光源部から出射された前記１次光を導光する導光部
材と、
　前記導光部材によって導光された前記１次光の光学特性を変換して照明光を生成し、前
記照明光を出射する照明ユニットと、
　面方向の熱伝導率が厚み方向の熱伝導率よりも高くなるように熱伝導の方向に異方性を
有し、前記照明ユニットと熱的に直接接続し、前記導光部材に沿って配設されている熱伝
導部材と、
　前記導光部材と前記熱伝導部材とよりも外側に配設され、前記熱伝導部材を保護する保
護部材と、
　を具備することを特徴とする照明装置。
【請求項２】
　前記照明ユニットは、
　　前記導光部材と光学的に接続し、前記導光部材から出射された前記１次光が入射する
１次光入射部と、
　　前記１次光入射部から離間して配設され、前記１次光入射部から入射された前記１次
光を照射されることによって、前記１次光の前記光学特性を変換し、前記１次光とは異な
る前記照明光を生成する光変換部材と、
　　前記光変換部材によって生成された前記照明光を前記照明ユニットの外部に出射する
２次光出射部と、
　　前記１次光入射部を有し、前記１次光と前記２次光とが透過するように、前記１次光
入射部と前記光変換部材との間に配設され、さらに前記１次光入射部から前記２次光出射
部の側方まで少なくとも一部が連続して配設されている光透過部材と、
　　前記１次光入射部と前記光変換部材と前記２次光出射部とを含む前記光透過部材と前
記導光部材とを保持する保持部と、
　を有することを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【請求項３】
　筒形状を有し、前記導光部材の外側に配設されており、前記導光部材が挿通するように
前記導光部材を囲い、前記導光部材と熱的に接続しているカバー部材をさらに具備し、
　前記熱伝導部材は、前記カバー部材よりも外側に配設されていることを特徴とする請求
項２に記載の照明装置。
【請求項４】
　前記保護部材は、柔軟性を有しており、
　前記熱伝導部材に対向する保護部材の対向面は、平滑に形成されていることを特徴とす
る請求項３に記載の照明装置。
【請求項５】
　前記保護部材は、筒形状を有しており、
　前記カバー部材を含む前記導光部材と前記熱伝導部材とが保護部材に挿入され、前記照
明ユニットの前記２次光出射部が外部に露出するように、前記保護部材は前記導光部材と
前記熱伝導部材と前記照明ユニットとを囲うことを特徴とする請求項３に記載の照明装置
。
【請求項６】
　前記保護部材の先端部は、前記照明ユニットに接着されていることを特徴とする請求項
５に記載の照明装置。
【請求項７】
　前記カバー部材は、前記照明ユニットに接着されていることを特徴とする請求項３に記
載の照明装置。
【請求項８】
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　前記照明ユニットと前記熱伝導部材と前記保護部材とは、内視鏡挿入部の先端部におい
て、前記先端部に配設されている先端硬質部に内蔵されていることを特徴とする請求項３
に記載の照明装置。
【請求項９】
　前記保護部材の基端部は、前記カバー部材に接着されていることを特徴とする請求項３
に記載の照明装置。
【請求項１０】
　前記保護部材は、内視鏡挿入部の湾曲部に内蔵されていることを特徴とする請求項３に
記載の照明装置。
【請求項１１】
　前記熱伝導部材は、少なくとも前記カバー部材の一部に接着されていることを特徴とす
る請求項３に記載の照明装置。
【請求項１２】
　前記熱伝導部材と前記保護部材とは、シート形状を有しており、
　前記熱伝導部材は、前記保護部材によって覆われていることを特徴とする請求項３に記
載の照明装置。
【請求項１３】
　前記保護部材は、前記保護部材の厚み方向において、前記保護部材を貫通している貫通
口部を有していることを特徴とする請求項１に記載の照明装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放熱性に優れた照明ユニットを有する照明装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般的に、照明装置は、例えば、小型な精密機器に配設されている。この小型な精密機
器は、例えば、医療用内視鏡の挿入部、工業用内視鏡の挿入部、マニュピレータ、カテー
テルなどの細長い部材である。照明装置は、照明光を照明する照明ユニットを有している
。　
　照明ユニットは、観察対象物に照明光を照明し、照明に伴い発熱する。この発熱量は、
光電変換の損失のため発光光量に比例して、増加する。この熱は、例えば照明ユニットの
寿命や、光量の低下に影響を与える。
【０００３】
　この熱の影響を抑えるために、例えば、特許文献１が開示されている。特許文献１では
、熱伝導部材が利用されている。熱伝導部材は、例えば、熱異方性を有するシート状の部
材である。この部材は、例えば、グラファイトシートである。　
　このような熱伝導部材は、挿入部の内部に配設されており、挿入部の先端部から挿入部
の基端部まで配設されている。特に、熱伝導部材の一端部は、挿入部の先端部に配設され
ている照明ユニットに取り付けられている。この照明ユニットは、発熱部である。また熱
伝導部材の他端部は、挿入部の基端部側に配設されている。熱伝導部材は挿入部の基端部
に向かって熱を伝導しており、発熱部である照明ユニットが冷却される。
【０００４】
　なお、熱伝導部材以外にも、内蔵物が、挿入部の内部に配設されており、挿入部の先端
部から挿入部の基端部まで配設されている。内臓物は、例えば照明ユニットの電気的な照
明ケーブルや、撮像ケーブルの電気的な撮像ケーブルや、送気・送水チューブなどを示す
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２００９－５６１０７号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　特許文献１において、前記したように、熱伝導部材と内蔵物とは、挿入部の内部に配設
されており、挿入部の先端部から挿入部の基端部まで配設されている。また熱伝導部材は
、むき出しで配設されている。
【０００７】
　このため、湾曲部を含む挿入部が湾曲すると、熱伝導部材は、挿入部の内周面に当接及
び干渉し、さらに内蔵物と当接及び干渉する。これにより、熱伝導部材は、劣化及び破損
する虞が生じる。
【０００８】
　本発明は、これらの事情に鑑みてなされたものであり、熱伝導部材が湾曲によって劣化
及び破損することを防止できる照明装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は目的を達成するために、１次光を出射する光源部と、前記光源部と光学的に接
続し、前記光源部から出射された前記１次光を導光する導光部材と、前記導光部材によっ
て導光された前記１次光の光学特性を変換して照明光を生成し、前記照明光を出射する照
明ユニットと、面方向の熱伝導率が厚み方向の熱伝導率よりも高くなるように熱伝導の方
向に異方性を有し、前記照明ユニットと熱的に直接接続し、前記導光部材に沿って配設さ
れている熱伝導部材と、前記導光部材と前記熱伝導部材とよりも外側に配設され、前記熱
伝導部材を保護する保護部材とを具備することを特徴とする照明装置を提供する。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、熱伝導部材が湾曲によって劣化及び破損することを防止できる照明装
置を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】図１は、本発明に係る照明装置の概略構成図である。
【図２Ａ】図２Ａは、第１の実施形態における導光部材と照明ユニットと熱伝導部材と保
護部材との構成を示す図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示す構成の概略断面図である。
【図３Ａ】図３Ａは、第２の実施形態における導光部材と照明ユニットと熱伝導部材と保
護部材との構成との概略断面図である。
【図３Ｂ】図３Ｂは、第２の実施形態の変形例における概略断面図である。
【図４】図４は、第３の実施形態における導光部材と照明ユニットと熱伝導部材と保護部
材との構成を示す図である。
【図５】図５は、第４の実施形態における導光部材と照明ユニットと熱伝導部材と保護部
材との構成を示す図である。
【図６】図６は、第５の実施形態における照明ユニットと保護部材との構成を示す図であ
る。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２Ａと図２Ｂとを参照して第１の実施形態について説明する。なお一部の図面
では、図示の明瞭化のために、部材の図示を省略している。　
　また以下において、１次光出射部３０ａが出射する１次光の中心軸を光軸１１と称する
。　
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　また光軸１１方向において、導光部材３０側を後方と称し、光変換部材４３側を前方と
称し、光軸１１に直交する方向を側方と称する。
【００１３】
　［照明装置１０の構成１］　
　図１に示すように、照明装置１０は、１次光を出射する光源部２０と、光源部２０と光
学的に接続し、光源部２０から出射された１次光を導光する導光部材３０と、導光部材３
０によって導光された１次光の光学特性を変換して照明光を生成し、照明光を出射する照
明ユニット４０とを有している。　
　照明装置１０において、導光部材３０と照明ユニット４０とは、例えば、図示しない小
型な精密機器の内部に配設される。この小型な精密機器は、例えば、医療用内視鏡の挿入
部、工業用内視鏡の挿入部、マニュピレータ、カテーテルなどの細長い部材である。
【００１４】
　［光源部２０］　
　図１に示すような光源部２０は、例えば、波長が例えば４００ｎｍ付近の青紫色のレー
ザ光である１次光を出射する半導体レーザを有している。光源部２０は、小型な精密機器
、例えば内視鏡とは別体である。なお光源部２０は、例えば内視鏡の内部といったように
、精密機器の内部に配設されていてもよい。
【００１５】
　［導光部材３０］　
　図１に示すような導光部材３０は、例えば、内視鏡の内部に配設されている。導光部材
３０は、図示しない内視鏡の接続コネクタからユニバーサルコードと把持部と本体部とを
介して、図２Ａと図２Ｂとに示すように例えば内視鏡の挿入部１００の先端部にまで配設
されている。導光部材３０は、接続コネクタが光源部２０と接続することによって、光源
部２０と光学的に接続する。
【００１６】
　図２Ｂに示すように、導光部材３０は、導光部材３０の先端部に配設され、照明ユニッ
ト４０と光学的に接続し、１次光が出射する１次光出射部３０ａを有している。１次光出
射部３０ａを含む導光部材３０の先端部は、後述するカバー部材３１ａとカバー部材３１
ｂとから露出している。
【００１７】
　導光部材３０は、例えば、柔軟性と可撓性と伸縮性とを有している。また導光部材３０
は、湾曲可能で、細長い円柱形状を有している。導光部材３０は、１次光を効率よく導光
する光学特性を有しており、例えばガラスやプラスチックなどによって形成されている。
導光部材３０は、例えばマルチファイバーモードの光ファイバである。導光部材３０は、
１次光が大きなエネルギーロスなく前方に向けて出射されるように、１次光を高効率に前
方に導光する光学特性を有している。
【００１８】
　また図２Ｂに示すように、導光部材３０は、筒形状、例えば円筒形状のジャケットなど
のカバー部材３１ａによってカバーされている。カバー部材３１ａは、導光部材３０の外
側に配設されている。そして、カバー部材３１ａは、導光部材３０がカバー部材３１ａを
挿通するように、導光部材３０に積層して導光部材３０を全周に渡って囲っている。カバ
ー部材３１ａは、導光部材３０の先端部がカバー部材３１ａから突出して露出するように
、導光部材３０の先端部を除いて、導光部材３０を全長に渡ってカバーする。カバー部材
３１ａは、導光部材３０と熱的に接続している。
【００１９】
　また図２Ｂに示すように、このカバー部材３１ａは、さらに、筒形状、例えば円筒形状
のカバー部材３１ｂによってカバーされている。カバー部材３１ｂは、導光部材３０を含
むカバー部材３１ａの外側に配設されている。そしてカバー部材３１ｂは、導光部材３０
を含むカバー部材３１ａがカバー部材３１ｂを挿通するように、カバー部材３１ａに積層
してカバー部材３１ａを全周に渡って囲っている。カバー部材３１ｂは、導光部材３０の
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先端部がカバー部材３１ｂから突出して露出するように、導光部材３０の先端部を除いて
、カバー部材３１ａを全長に渡ってカバーする。カバー部材３１ｂは、カバー部材３１ａ
と熱的に接続し、カバー部材３１ａを介して導光部材３０と熱的に接続している。カバー
部材３１ｂは、例えば、熱可塑性のポリエステルエラストマーなどによって形成されてい
る。
【００２０】
　カバー部材３１ａ，３１ｂは、例えば、柔軟性と可撓性と伸縮性とを有している。
【００２１】
　［照明ユニット４０］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すような照明ユニット４０は、観察対象物に照明光を照明し、照
明に伴い発熱する。このように照明ユニット４０は、発熱する発熱部として機能する。こ
の発熱量は、光電変換の損失のため発光光量に比例して、増加する。この熱は、例えば照
明ユニット４０の寿命や、光量の低下に影響を与える。照明ユニット４０は、内視鏡の挿
入部１００の先端部において、先端部に配設されている先端硬質部１０１に内蔵されてい
る。
【００２２】
　図２Ｂに示すように、照明ユニット４０は、導光部材３０の１次光出射部３０ａと光学
的に接続し、１次光出射部３０ａから出射された１次光が入射する１次光入射部４１と、
１次光入射部４１から離間して配設され、１次光入射部４１から入射された１次光を照射
されることによって、１次光の光学特性を変換し、１次光とは異なる照明光としての２次
光を生成する光変換部材４３と、光変換部材４３によって生成された２次光を照明ユニッ
ト４０の外部に出射する２次光出射部４５とを有している。　
　また図２Ｂに示すように、照明ユニット４０は、１次光入射部４１を有し、１次光と２
次光とが透過するように、１次光入射部４１と光変換部材４３との間に配設され、さらに
１次光入射部４１から２次光出射部４５の側方まで少なくとも一部が連続して配設されて
いる光透過部材４７をさらに有している。　
　また図２Ｂに示すように、照明ユニット４０は、光透過部材４７の周面４７ｃに配設さ
れ、光変換部材４３から反射部材４９に向かって出射された２次光を前方である前面４７
ｂに向かって反射する反射部材４９と、１次光入射部４１と光変換部材４３と２次光出射
部４５と反射部材４９とを含む光透過部材４７と導光部材３０とを保持する保持部５１と
をさらに有している。　
　図２Ｂに示すように、照明ユニット４０に含まれるこれら部材は、光軸１１を中心軸と
して同心円状の形状を有し、光軸１１を中心に回転対称に配設されている。
【００２３】
　［１次光入射部４１］　
　図２Ｂに示すように、１次光入射部４１は、１次光出射部３０ａが当接する光透過部材
４７の後面４７ａの一部分に形成される。より詳細には、光透過部材４７において、１次
光出射部３０ａが光学的に接続した後面４７ａの一部分が１次光入射部４１として形成さ
れる。この後面４７ａは、光軸１１方向において、例えば光透過部材４７の最も後方に配
設されている平面を示す。１次光入射部４１と後面４７ａとは、光軸１１に対して直交し
て配設される。１次光入射部４１の中心軸は、光軸１１上に配設され、光透過部材４７の
中心軸上に形成される。１次光入射部４１は、１次光出射部３０ａ（光ファイバのコアの
直径）と略同一の形状と面積とを有している。１次光入射部４１は、２次光出射部４５よ
りも小さい。
【００２４】
　［光変換部材４３］　
　光変換部材４３は、例えば、１次光を吸収して、吸収した１次光の波長を変えずに配光
特性を変換して、配光特性が変換された２次光を生成する。このように光変換部材４３は
、１次光の配光を変換する配光変換部材であり、１次光を照射されることで機能する光学
部材である。なお光変換部材４３は、１次光の波長を所望に変換する波長変換部材として
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機能してもよい。また光変換部材４３は、１次光の放射角を所望に変換する放射角変換部
材として機能してもよい。光変換部材４３は、例えば蛍光体を有している。例えば白色の
照明光が出射される場合、光変換部材４３は何種類かの粉末状の蛍光体と光学的に透明な
樹脂とによって形成される。このとき、何種類かの粉末状の蛍光体は互いに組み合わさっ
た状態で樹脂に分散され、この状態で樹脂が固化されることで、光変換部材４３は成形さ
れる。例えば、粉末状の蛍光体の平均粒径は略８μｍであり、樹脂は光学的に透明なシリ
コーン樹脂であり、樹脂に対する粉末蛍光体の濃度は５ｗｔ％である。
【００２５】
　図２Ｂに示すように、光変換部材４３は、略全ての１次光を照射されるように、１次光
出射部３０ａと対向し、さらに１次光出射部３０ａよりも前方に配設されている。光変換
部材４３は、光変換部材４３の中心軸が光軸１１上に配設されるように、配設される。
【００２６】
　図２Ｂに示すように、光変換部材４３は、例えば円柱形状を有している。このため光変
換部材４３は、１次光出射部３０ａ及び１次光入射部４１と対向する円形の後面４３ａと
、後面４３ａよりも前方に配設されている円形の前面４３ｂと、後面４３ａと前面４３ｂ
との間に配設されている曲面状の周面４３ｃとを有している。なお光変換部材４３は、例
えば円板形状を有していてもよい。
【００２７】
　図２Ｂに示すように、後面４３ａと前面４３ｂとは、光軸１１に対して直交して配設さ
れている平面である。後面４３ａと前面４３ｂとにおいて、これらの中心軸は、光軸１１
上に配設されている。
【００２８】
　図２Ｂに示すように、後面４３ａは、１次光出射部３０ａから離間して配設されている
。詳細には、後面４３ａに形成される１次光のビームスポットが後面４３ａよりも小さく
形成されるように、後面４３ａは１次光出射部３０ａ及び１次光入射部４１から離間して
配設されている。後面４３ａは、１次光を照射される照射面として機能する。
【００２９】
　周面４３ｃは、反射部材４９から離間して配設されている。
【００３０】
　前面４３ｂは、光透過部材４７の前面４７ｂと同一平面上に配設されている。前面４３
ｂは、２次光出射部４５として機能する。
【００３１】
　なお光変換部材４３の厚みと、前記した濃度とは、光変換部材４３が１次光をどの程度
２次光に変換するかによって、所望に設定される。
【００３２】
　［２次光出射部４５］　
　図２Ｂに示すように、２次光出射部４５は、光変換部材４３の前面４３ｂとして機能す
る。２次光出射部４５は、例えば、円形状を有している。２次光出射部４５は、２次光を
照明光として出射する。
【００３３】
　［光透過部材４７］　
　図２Ｂに示すように、光透過部材４７は、１次光出射部３０ａと光学的に接続し、１次
光出射部３０ａから出射された１次光が入射する１次光入射部４１を有する後面４７ａと
、２次光を出射する２次光出射部４５が配設される前面４７ｂとを有している。１次光入
射部４１を含む後面４７ａと、２次光出射部４５が配設される前面４７ｂとは、光軸１１
に対して直交して配設されている平面である。このような光透過部材４７は、光軸１１方
向において、後面４７ａから前面４７ｂに向かって拡径する例えば円錐台形状を有してい
る。
【００３４】
　また光透過部材４７は、例えば、光変換部材４３の中心軸と光透過部材４７の中心軸と
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が光軸１１上に配設され、光変換部材４３が１次光出射部３０ａと後面４７ａとから離間
し、１次光のビームスポットが光変換部材４３の後面４３ａよりも小さくなり、前面４３
ｂが前面４７ｂと同一平面に配設され、光透過部材４７が前面４３ｂと周面４３ｃとを覆
うように、光変換部材４３を有している。
【００３５】
　前面４７ｂにおいて、前面４３ｂを除く前面４７ｂの領域は、前面４３ｂの側方に配設
されており、リング形状を有している。
【００３６】
　光透過部材４７において、１次光と２次光とが透過する。このため光透過部材４７は、
１次光出射部３０ａから出射された１次光と光変換部材４３から出射した２次光とが透過
する部材によって、形成されている。このような部材は、例えば、１次光と２次光とに対
して透過率の高い光学的に透明な部材によって形成されている。この部材は、例えば、シ
リコーン樹脂やガラスや石英ガラスなどを示す。
【００３７】
　なお光透過部材４７は、光変換部材４３が２次光を生成する際に発生する熱を外部に放
出する部材によって、形成されてもよい。このような部材は、例えば、ガラスや、ガラス
系の樹脂などを示す。
【００３８】
　［反射部材４９］　
　図２Ｂに示すような反射部材４９は、光変換部材４３が出射する２次光において、光変
換部材４３の後面４３ａと周面４３ｃとから反射部材４９に向けて出射された２次光が前
面４７ｂを介して前方に向かうように、２次光の進行方向を変換する。これにより反射部
材４９は、２次光の放射角を制御することとなる。
【００３９】
　反射部材４９は、光軸１１方向において配設されている後面４７ａと前面４７ｂとの間
の領域において、この領域を囲うように配設されている。詳細には、反射部材４９は、光
変換部材４３を囲うように、１次光入射部４１と２次光出射部４５と後面４７ａと前面４
７ｂとを除く光透過部材４７の周面４７ｃ全体に配設されている。このため、反射部材４
９は、光透過部材４７によって、光変換部材４３に対して離間して配設される。
【００４０】
　反射部材４９は、例えば、銀やアルミといった金属等の膜が成膜することによって、形
成されている。または反射部材４９は、複数誘電体の膜が多層化することによって、形成
されても良い。なお反射部材４９は、後述する保持部５１の内周面に成膜されていても良
い。
【００４１】
　［保持部５１］　
　図２Ｂに示すような保持部５１は、例えばセラミックやステンレスやジルコニアやニッ
ケルや真鍮などによって形成されている。保持部５１は、例えば円柱形状を有している。
【００４２】
　保持部５１は、反射部材４９を含む光透過部材４７が嵌め込まれる第１の中空部５３を
有している。このため例えば、第１の中空部５３は、光軸１１方向において後方から前方
に向かって拡径する円錐台形状を有している。第１の中空部５３は、例えば、１次光の広
がり角度よりも大きい広がり角度を有している。光軸１１方向において、第１の中空部５
３の中心軸は、光軸１１に一致する。
【００４３】
　図２Ｂに示すように、保持部５１は、保持部５１の後面側に配設されている入射開口部
５３ａと、保持部５１の前面側に配設されている出射開口部５３ｂとを有している。入射
開口部５３ａは、１次光が１次光出射部３０ａから１次光入射部４１に入射するように、
光透過部材４７の後面４７ａと嵌合する。入射開口部５３ａは、１次光出射部３０ａより
も大きく、出射開口部５３ｂよりも小さい。出射開口部５３ｂは、２次光が出射するよう
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に光透過部材４７の前面４７ｂと嵌合する。
【００４４】
　そして、光軸１１方向における保持部５１（第１の中空部５３）の中心軸が光透過部材
４７の中心軸と光変換部材４３の中心軸とに一致し、光透過部材４７の後面４７ａが入射
開口部５３ａに嵌合し、光透過部材４７の前面４７ｂが出射開口部５３ｂに嵌合するよう
に、光透過部材４７が第１の中空部５３に嵌め込まれる。言い換えると、光透過部材４７
は、第１の中空部５３に充填される。このとき、光透過部材４７の前面４７ｂは保持部５
１の前面と同一平面上に配設される。
【００４５】
　このように、保持部５１は、１次光入射部４１と２次光出射部４５とを保持するために
、後面４７ａと嵌合する入射開口部５３ａと、前面４７ｂと嵌合する出射開口部５３ｂと
、光軸１１方向において入射開口部５３ａ側から出射開口部５３ｂ側まで連続した第１の
中空部５３とを有している。
【００４６】
　そしてこの場合、図２Ｂに示すように、光変換部材４３は、１次光出射部３０ａと１次
光入射部４１とから離間して、さらに１次光出射部３０ａと１次光入射部４１とよりも前
方に配設され、反射部材４９によって覆われるように、第１の中空部５３に配設されてい
る。詳細には、光透過部材４７は第１の中空部５３に嵌合し、光変換部材４３は光透過部
材４７によって保持されている。
【００４７】
　また保持部５１は、カバー部材３１ａとカバー部材３１ｂとから露出している導光部材
３０の先端部が配設される第２の中空部５５を有している。第２の中空部５５は、例えば
円柱形状を有している。第２の中空部５５の直径は、導光部材３０の直径と略同、または
これによりも微小に大きい。また例えば、光軸１１方向において、第２の中空部５５の中
心軸は、光軸１１に一致する。また第２の中空部５５は、光軸１１方向において、第１の
中空部５３と連通している。第２の中空部５５は、光軸１１方向において、第１の中空部
５３よりも保持部５１の基端部側に配設されており、第１の中空部５３よりも前方から離
れて配設されている。
【００４８】
　また保持部５１は、第２の中空部５５と連通し、導光部材３０の先端部が第２の中空部
５５に挿入されるように、導光部材３０の先端部を第２の中空部５５にガイドするガイド
口５７を有している。ガイド口５７は、保持部５１の端面から第２の中空部５５に向かっ
て縮径している円錐台形状を有しており、傾斜しているテーパとなっている。なお前述し
たカバー部材３１ａ，３１ｂは、ガイド口５７付近にまで配設されているのみであり、第
２の中空部５５には挿入されない。
【００４９】
　ガイド口５７には、カバー部材３１ａ，３１ｂを含む導光部材３０を保持部５１に接着
する接着部材５９が配設される。接着部材５９は、例えば、光学用の接着剤や、シリコン
やエポキシ等の接着剤などである。
【００５０】
　保持部５１の直径は、カバー部材３１ａ，３１ｂの直径よりも小さい。
【００５１】
　［照明装置１０の構成２］　
　また図２Ａと図２Ｂとに示すように、照明装置１０は、熱伝導の方向に異方性を有し、
照明ユニット４０と熱的に直接接続し、導光部材３０に沿って配設されている熱伝導部材
７０と、導光部材３０と熱伝導部材７０とよりも外側に配設され、熱伝導部材７０を保護
する保護部材８０とをさらに有している。　
　照明装置１０において、熱伝導部材７０と保護部材８０とは、前記同様に、小型な精密
機器の内部に配設される。精密機器における例えば挿入部１００は、挿入部１００の最も
先端部に配設されている先端硬質部１０１と、先端硬質部１０１の基端部と連結し、湾曲
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する湾曲部１０３とを有している。熱伝導部材７０と保護部材８０とは、先端硬質部１０
１と湾曲部１０３とを含む内視鏡に内蔵されている。
【００５２】
　［熱伝導部材７０］　
　熱伝導部材７０は、例えば、熱異方性を有する帯状の部材である。熱伝導部材７０にお
いて、面方向（軸方向）の熱伝導率は、厚み方向の熱伝導率よりも高い。このため、熱は
、厚み方向よりも平面方向に伝達される。熱伝導部材７０は、例えば、グラファイトシー
トによって形成されている。
【００５３】
　図２Ａに示すように、帯状の熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂと照明ユニット４０
とを螺旋状に囲うように、配設されている。つまり熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂ
の中心軸と照明ユニット４０の中心軸とを螺旋状に巻回するように、カバー部材３１ｂと
照明ユニット４０とを囲っている。
【００５４】
　図２Ａに示すように、熱伝導部材７０は、導光部材３０に沿って後方に延びている。詳
細には、熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂを螺旋状に囲った状態で、導光部材３０の
基端部まで延設されている。このように熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂの外側に配
設されている。カバー部材３１ｂを螺旋状に囲う熱伝導部材７０において、囲っている部
分はカバー部材３１ｂに対して非接着及び非固定となっている。この場合、カバー部材３
１ｂを螺旋状に囲う熱伝導部材７０において、熱伝導部材７０は、熱伝導部材７０の内径
がカバー部材３１ｂの外径と略同一となることによってカバー部材３１ｂに接触していて
もよいし、熱伝導部材７０の内径がカバー部材３１ｂの外径よりも大きくなることによっ
てカバー部材３１ｂに非接触となっていてもよい。よって、螺旋状に配設され非接着状態
の熱伝導部材７０の基端部側は、導光部材３０に沿って伸縮自在となっている。また熱伝
導部材７０は、挿入部１００が湾曲することに伴い、カバー部材３１ｂに当接することも
可能である。
【００５５】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、前記に対して熱伝導部材７０の先端部において、先端
部の内周面は、照明ユニット４０、例えば保持部５１の外周面に、接着部材７１によって
接着されている。詳細には、保持部５１を螺旋状に囲う熱伝導部材７０において、囲って
いる部分全体が保持部５１の外周面に接着されていることが好適である。つまり接着部材
７１は、熱伝導部材７０の先端部が保持部５１に接着固定されるために、先端部の内周面
と保持部５１の外周面との間に介在している。なお熱伝導部材７０の先端は、照明ユニッ
ト４０の前方、例えば光変換部材４３の側方に位置決めされることが好適である。このよ
うに熱伝導部材７０の先端部は、保持部５１を螺旋状に囲った状態で、接着されている。
【００５６】
　接着部材７１は、熱伝導性を有している。接着部材７１は、例えば、シリコンやエポキ
シ等の接着剤などである。
【００５７】
　前記によって、熱伝導部材７０は、発熱部として機能する照明ユニット４０に直接接着
されており、機械的及び熱的に照明ユニット４０に直接接続することとなる。また熱伝導
部材７０は、カバー部材３１ｂを囲うため、熱的にカバー部材３１ｂ及び導光部材３０に
接続することとなる。熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂと接触することで熱的にカバ
ー部材３１ｂに直接接続し、カバー部材３１ｂと非接触することで熱的にカバー部材に間
接的に接続することとなる。
【００５８】
　［保護部材８０］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、保護部材８０は、筒形状、例えば円筒形状を有してい
る。保護部材８０は、カバー部材３１ａ，３１ｂを含む導光部材３０と熱伝導部材７０と
が保護部材８０に挿入され、照明ユニット４０の２次光出射部４５が外部に露出するよう
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に、導光部材３０と熱伝導部材７０と照明ユニット４０とを筒状に囲っている。これによ
り保護部材８０は、例えば挿入部１００が湾曲した際に、例えば挿入部１００の内周面が
導光部材３０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とに接触及び干渉することを防止し、
例えば挿入部１００の内周面が接触及び干渉によってこれらを傷つけることを防止する。
挿入部１００の内周面は、例えば先端硬質部１０１の内周面と湾曲部１０３の内周面とを
示す。また保護部材８０は、例えば挿入部１００が湾曲した際に、例えば挿入部１００に
内蔵されている内蔵物が導光部材３０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とに接触及び
干渉することを防止し、内蔵物が接触及び干渉によってこれらを傷つけることを防止する
。内蔵物は、例えば操作ワイヤや撮像ユニットの撮像ケーブルなどを示す。
【００５９】
　保護部材８０は、柔軟性と可撓性と伸縮性とを有している。保護部材８０は、例えばＰ
ＴＦＥ等によって形成されている。
【００６０】
　また図２Ａに示すように、保護部材８０の内周面が熱伝導部材７０の外周面と非当接す
るように、保護部材８０の内径は、熱伝導部材７０の外径と保持部５１の外径とよりも大
きい。保護部材８０の内周面は、熱伝導部材７０の外周面と対向する対向面である。この
内周面は、挿入部１００が湾曲することに伴い保護部材８０が湾曲した際に、内周面が外
周面と接触することによって外周面を傷つけることを防止するために、平滑に形成されて
いる。
【００６１】
　保護部材８０は、前記した保護のために、熱伝導部材７０等よりも長い。図２Ａに示す
ように、保護部材８０は、導光部材３０に沿って後方に延びている。詳細には、保護部材
８０は、カバー部材３１ｂと熱伝導部材７０と照明ユニット４０とを全周に渡って筒状に
囲った状態で、導光部材３０の基端部まで延設されている。カバー部材３１ｂと熱伝導部
材７０と筒状に囲う保護部材８０の基端部側において、囲っている部分はカバー部材３１
ｂと熱伝導部材７０とに対して非接着となっている。この場合、カバー部材３１ｂと熱伝
導部材７０とを筒状に囲う保護部材８０において、保護部材８０は、保護部材８０の内径
がカバー部材３１ｂの外径と略同一となることによってカバー部材３１ｂと熱伝導部材７
０とに接触していてもよいし、保護部材８０の内径がカバー部材３１ｂの外径よりも大き
くなることによってカバー部材３１ｂと熱伝導部材７０とに非接触となっていてもよい。
また保護部材８０は、挿入部１００が湾曲することに伴い、カバー部材３１ｂと熱伝導部
材７０とに当接することも可能である。
【００６２】
　図２Ａに示すように、前記に対して、保護部材８０の先端部は、照明ユニット４０、例
えば保持部５１の外周面に、接着部材８１によって接着されている。詳細には、前記した
ように保護部材８０が熱伝導部材７０を保護するために、保護部材８０の先端部は、熱伝
導部材７０の先端部よりも前方において接着されている。
【００６３】
　接着部材８１は、例えば、シリコンやエポキシ等の接着剤などである。
【００６４】
　これにより保護部材８０は、発熱部として機能する照明ユニット４０に直接接着されて
おり、機械的及び熱的に照明ユニット４０に直接接続することとなる。
【００６５】
　［作用］　
　１次光は、光源部２０から出射され、導光部材３０によって導光される。そして１次光
は、１次光出射部３０ａから出射されて１次光入射部４１に入射され、光透過部材４７を
透過する。１次光は、光変換部材４３によって照明光に変換される。照明光の一部は、２
次光出射部４５から外部に向けて出射される。照明光の他部は、光変換部材４３から光透
過部材４７に向けて進行し、反射部材４９によって反射される。そして照明光の他部は、
前面４７ｂから外部に向けて出射される。
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【００６６】
　前記のように、照明ユニット４０が照明光を出射すると、発熱部である照明ユニット４
０は、発熱する。
【００６７】
　図２Ａに示すように、発熱する照明ユニット４０において、熱伝導部材７０は、保持部
５１と熱的に接続している。このため熱は保持部５１から熱伝導部材７０に伝達される。
また、帯状の熱伝導部材７０が保持部５１と熱的に接続している場合に比べて、本実施形
態では熱伝導部材７０が照明ユニット４０を螺旋状に囲った状態で保持部５１と熱的に接
続しているため、保持部５１に対する熱伝導部材７０の伝達面積は広くなる。よって熱は
、効率よく保持部５１から熱伝導部材７０に伝達される。
【００６８】
　また発熱する照明ユニット４０において、光変換部材４３が最も発熱する。図２Ａと図
２Ｂとに示すように、熱伝導部材７０の先端は光変換部材４３の側方に位置決めされてい
るため、熱は効率よく保持部５１から熱伝導部材７０に伝達される。
【００６９】
　また熱伝導部材７０において、面方向の熱伝導率は、厚み方向の熱伝導率よりも高い。
また図２Ａと図２Ｂとに示すように、熱伝導部材７０は、導光部材３０の基端部まで延設
されている。このため、熱は、厚み方向よりも平面方向に伝達される。そして熱は、後方
に伝達され、照明ユニット４０は効率よく冷却される。
【００７０】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、保護部材８０は、円筒形状を有しており、導光部材３
０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とを全周に渡って筒状に囲っている。これにより
保護部材８０は、例えば挿入部１００が湾曲した際に、例えば挿入部１００の内周面が導
光部材３０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とに接触及び干渉することを防止し、例
えば挿入部１００の内周面が接触及び干渉によってこれらを傷つけることを防止する。ま
た保護部材８０は、例えば挿入部１００が湾曲した際に、例えば挿入部１００に内蔵され
ている内蔵物が導光部材３０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とに接触及び干渉する
ことを防止し、例えば内蔵物が接触及び干渉によってこれらを傷つけることを防止する。
これにより、導光部材３０と照明ユニット４０と熱伝導部材７０とにおいて、湾曲によっ
て劣化及び破損することが防止される。
【００７１】
　またカバー部材３１ｂは、挿入部１００が湾曲した際に、導光部材３０が座屈すること
を防止し、導光部材３０が折れることを防止する。また熱伝導部材７０は、カバー部材３
１ｂを囲うため、熱的にカバー部材３１ａ，３１ｂを介して導光部材３０と接続する。よ
って熱伝導部材７０は、導光部材３０から発生した熱も後方に伝達する。
【００７２】
　保護部材８０の内周面は、平滑に形成されている。これにより、挿入部１００が湾曲す
ることに伴い保護部材８０が湾曲した際に、保護部材８０の内周面が熱伝導部材７０の外
周面と接触することによって、熱伝導部材７０の外周面を傷つけることが防止される。ま
た挿入部１００が湾曲し、保護部材８０の内周面が熱伝導部材７０の外周面に当接しても
、熱伝導部材７０は保護部材８０に対して摩耗することなく滑らかに摺動する。湾曲部１
０３を含む挿入部１００が湾曲しにくくなることが防止され、湾曲性能が低下することが
防止される。
【００７３】
　また図２Ａに示すように、保護部材８０の先端部は、照明ユニット４０の保持部５１の
外周面に接着されている。よって挿入部１００が湾曲しても、保護部材８０の位置ずれは
防止される。
【００７４】
　［効果］　
　このように本実施形態では、保護部材８０によって、導光部材３０と照明ユニット４０
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と熱伝導部材７０とが挿入部１００に内蔵されていても、導光部材３０と照明ユニット４
０と熱伝導部材７０とが湾曲によって劣化及び破損することを防止できる。
【００７５】
　また本実施形態では、熱伝導部材７０は、発熱部である照明ユニット４０を螺旋状に囲
った状態で保持部５１と熱的に接続しており、照明ユニット４０において最も発熱する光
変換部材４３の側方に位置決めされている。よって本実施形態では、効率よく熱を保持部
５１から熱伝導部材７０に伝達できる。また本実施形態では、熱伝導部材７０において、
面方向の熱伝導率は、厚み方向の熱伝導率よりも高い。また熱伝導部材７０は、導光部材
３０の基端部まで延設されている。このため、本実施形態では、熱を厚み方向よりも平面
方向に伝達でき、熱を後方に伝達でき、照明ユニット４０を効率よく冷却できる。
【００７６】
　また本実施形態では、カバー部材３１ｂによって、導光部材３０が座屈することを防止
でき、導光部材３０が折れ曲がることを防止できる。
【００７７】
　また本実施形態では、保護部材８０の内周面は、平滑に形成されている。これにより本
実施形態では、挿入部１００が湾曲することに伴い保護部材８０が湾曲した際に、保護部
材８０の内周面が熱伝導部材７０の外周面と接触することによって、熱伝導部材７０の外
周面を傷つけることを防止できる。また本実施形態では、挿入部１００が湾曲し、保護部
材８０の内周面が熱伝導部材７０の外周面に当接しても、熱伝導部材７０を保護部材８０
に対して摩耗することなく滑らかに摺動させることができる。また湾曲部１０３を含む挿
入部１００が湾曲しにくくなることを防止でき、湾曲性能が低下することを防止できる。
【００７８】
　また本実施形態では、保護部材８０の先端部が保持部５１の外周面に接着されているた
め、挿入部１００が湾曲しても、保護部材８０の位置ずれを防止できる。
【００７９】
　なお本実施形態では、熱伝導部材７０の先端部は、保持部５１に接着によって固定され
ているが、照明ユニット４０と熱的に接続していればこれに限定する必要はない。例えば
、保持部５１は、保持部５１の中心軸を螺旋状に巻回するように保持部５１の外周面に配
設されている螺旋形状の溝部を有している。熱伝導部材７０の先端部は、この溝部に嵌め
込まれることで、保持部５１に固定され、熱的に接続することとなる。この場合、例えば
、熱伝導部材７０の先端部の外径は、保持部５１の直径と略同一となる。このように、固
定は、接着に限定されない。
【００８０】
　また本実施形態では、保護部材８０は、筒形状を有しており、導光部材３０と熱伝導部
材７０と照明ユニット４０とを筒状に囲って、これらを保護している。しかし、保護部材
８０が熱伝導部材７０を保護することに特化していれば、これに限定する必要はない。例
えば、保護部材８０は、帯形状に形成される。そして帯状の熱伝導部材７０は、熱伝導部
材７０と同様に螺旋状に形成され、螺旋状の熱伝導部材７０の外面に貼り合わされ、熱伝
導部材７０と一体となる。そして、熱伝導部材７０と保護部材８０とは、前記したように
カバー部材３１ｂと照明ユニット４０とを螺旋状に囲うように、配設される。この場合、
保護部材８０は、熱伝導部材７０よりも外側に位置する。
【００８１】
　［第２の実施形態］　
　次に図３Ａを参照して、第２の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、
前記した実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。　
　［構成］　
　［熱伝導部材７０］　
　図３Ａに示すように、熱伝導部材７０は、筒形状、例えば円筒形状を有している。熱伝
導部材７０は、カバー部材３１ａ，３１ｂを含む導光部材３０の先端部が熱伝導部材７０
に挿入され、照明ユニット４０の２次光出射部４５が外部に露出するように、導光部材３
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０の先端部と照明ユニット４０とを全周に渡って筒状に囲っている。
【００８２】
　図３Ａに示すように、熱伝導部材７０の先端部は、照明ユニット４０、例えば保持部５
１の外周面に、例えば接着部材７１によって接着されている。詳細には、熱伝導部材７０
の先端部は、保持部５１を全周に渡って筒状に囲った状態で、保持部５１に接着されてい
る。接着に関しては、第１の実施形態と同様である。つまり、先端部の内周面は、照明ユ
ニット４０、例えば保持部５１の外周面に、例えば接着部材７１によって接着されている
。さらに詳細には、保持部５１を筒状に囲う熱伝導部材７０において、囲っている部分全
体が保持部５１の外周面に接着されていることが好適である。
【００８３】
　また図３Ａに示すように、熱伝導部材７０は、導光部材３０に沿って後方に延びている
。詳細には、熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂを全周に渡って筒状に囲った状態で、
挿入部１００の湾曲部１０３にまで延設せずに、先端硬質部１０１に内蔵されている。カ
バー部材３１ｂを囲う熱伝導部材７０において、囲っている部分はカバー部材３１ｂに対
して非接着となっている。
【００８４】
　［保護部材８０］　
　図３Ａに示すように、保護部材８０は、第１の実施形態と同様に、筒形状、例えば円筒
形状を有している。保護部材８０は、照明ユニット４０と、カバー部材３１ａ，３１ｂを
含む導光部材３０の先端部とを全周に渡って筒状に囲った状態で、挿入部１００の湾曲部
１０３にまで延設せずに、先端硬質部１０１に内蔵されている。保護部材８０の基端部は
、カバー部材３１ｂの先端部の外周面に、接着部材８１によって接着されている。保護部
材８０の先端部は、第１の実施形態と同様に、照明ユニット４０、例えば保持部５１の外
周面に、接着部材８１によって接着されている。
【００８５】
　［効果］　
　本実施形態では、熱伝導部材７０と保護部材８０とは、第１の実施形態に比べて短く、
先端硬質部１０１にのみ内蔵されている。よって、本実施形態では、内視鏡の湾曲部１０
３において、湾曲部１０３内部の充填率が向上することを防止でき、湾曲部１０３を含む
挿入部１００が湾曲しにくくなることを防止でき、湾曲性能が低下することを防止できる
。
【００８６】
　［変形例］　
　［熱伝導部材７０］　
　図３Ｂに示すように、熱伝導部材７０は、照明ユニット４０とカバー部材３１ｂとを全
周に渡って筒状に囲った状態で、挿入部１００の湾曲部１０３にまで延設されており、先
端硬質部１０１と湾曲部１０３とに内蔵されている。熱伝導部材７０の先端部は、保護部
材８０から照明ユニット４０に向かって露出している。なお熱伝導部材７０の基端部は、
保護部材８０を挿通せず、保護部材８０によって全周を筒状に囲まれている。
【００８７】
　［保護部材８０］　
　図３Ｂに示すように、保護部材８０は、湾曲部１０３に内蔵されている。よって保護部
材８０は、湾曲部１０３においてのみ熱伝導部材７０を保護する。保護部材８０の基端部
は、カバー部材３１ｂの外周面に、接着部材８１によって接着されている。保護部材８０
の先端部は、第１，２の実施形態とは異なり、熱伝導部材７０及び照明ユニット４０を含
む他の部材に対して非接着となっている。
【００８８】
　［効果］　
　一般的に、例えば内視鏡において、湾曲部１０３が最も多く且つ複雑に湾曲する。よっ
て、保護部材８０が湾曲部１０３に内蔵されることで、湾曲部１０３において、湾曲部１
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０３の内周面が熱伝導部材７０に接触及び干渉することを保護部材８０によって防止でき
、湾曲部１０３の内周面が接触及び干渉によって熱伝導部材７０を傷つけることを保護部
材８０によって防止できる。
【００８９】
　また本変形例では、保護部材８０が先端硬質部１０１に内蔵される必要はないために、
先端硬質部１０１を細くできる。
【００９０】
　［第３の実施形態］　
　次に図４を参照して、第３の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、前
記した実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。　
　［構成］　
　［保持部５１］　
　図４に示すように、保持部５１の端部５１ａにおいて、端部５１ａの直径はカバー部材
３１ｂの内径と略同一で、端部５１ａはカバー部材３１ｂに嵌め込まれる。この端部５１
ａは、例えば、光変換部材４３が配設されている保持部５１の端部よりも細くなっている
。
【００９１】
　［熱伝導部材７０］　
　図４に示すように、帯状の熱伝導部材７０は、カバー部材３１ｂと保持部５１の端部５
１ａとを螺旋状に囲うように、配設されている。つまり熱伝導部材７０は、カバー部材３
１ｂの中心軸を保持部５１の中心軸とを螺旋状に巻回するように、カバー部材３１ｂと保
持部５１の端部５１ａとを囲っている。
【００９２】
　図４に示すように、熱伝導部材７０は、導光部材３０に沿って後方に延びている。熱伝
導部材７０は、カバー部材３１ｂを螺旋状に囲った状態で、導光部材３０の基端部まで延
設されている。カバー部材３１ｂと保持部５１の端部５１ａとを螺旋状に囲う熱伝導部材
７０において、囲っている部分はカバー部材３１ｂと保持部５１の端部５１ａとに、接着
部材７１によって接着されている。例えば囲っている部分の内周面は、これらの外周面に
、例えば接着部材７１によって接着されている。このように、熱伝導部材７０は、カバー
部材３１ｂと保持部５１の端部５１ａとに一体となっている。なお熱伝導部材７０は、少
なくともカバー部材３１ｂの一部に接着されていればよい。
【００９３】
　［効果］　
　本実施形態では、熱伝導部材７０とカバー部材３１ｂとを一体化できるために、組み立
て性を向上できる。
【００９４】
　［第４の実施形態］　
　次に図５を参照して、第４の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、前
記した実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
【００９５】
　［構成］　
　［熱伝導部材７０・保護部材８０］　
　熱伝導部材７０と保護部材８０とは、シート形状を有している。熱伝導部材７０の表面
及び裏面は、保護部材８０によって覆われている。保護部材８０は、接着部材８１によっ
て、表面及び裏面に貼り付けられている。よって、熱伝導部材７０は、保護部材８０によ
って挟持されている。そして熱伝導部材７０と保護部材８０とは、一体化している。保護
部材８０同士は、一体であっても別体であってもよい。
【００９６】
　［効果］　
　本実施形態では、一体化している熱伝導部材７０と保護部材８０とを後工程において、
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簡易に照明ユニット４０に接着でき、組み立て性を向上できる。
【００９７】
　［第５の実施形態］　
　次に図６を参照して、第４の実施形態について説明する。本実施形態では、以下に、前
記した実施形態の構成とは異なる構成のみ説明する。
【００９８】
　［構成］　
　［保護部材８０］　
　保護部材８０は、保護部材８０の厚み方向において、保護部材８０を貫通している貫通
口部８０ａを有している。貫通口部８０ａは、例えば、円形状を有しており、複数配設さ
れている。貫通口部８０ａは、保護部材８０の外部と内部とに連通している。　
　なお貫通口部８０ａの形状と数と配置の仕方とは、特に限定されない。貫通口部８０ａ
は、例えば、保護部材８０の中心軸方向に沿って配設されている縦長形状、または保護部
材８０の中心軸の軸周り方向に沿って配設されている横長形状を有していてもよい。
【００９９】
　［効果］　
　本実施形態では、貫通口部８０ａを通じて、保護部材８０の内部の熱を保護部材８０の
外部に放出できる。また、本実施形態では、貫通口部８０ａを通じて、保護部材８０の外
部から保護部材８０の内部に大気を流入でき、保護部材８０の外部と内部とにおいて対流
を実現できる。これらにより、本実施形態では、保護部材８０の内部に熱がこもることを
防止でき、放熱性を向上できる。
【０１００】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【０１０１】
　１０…照明装置、２０…光源部、３０…導光部材、３１ａ…カバー部材、３１ｂ…カバ
ー部材、４０…照明ユニット、４１…１次光入射部、４３…光変換部材、４５…１次光出
射部、４７…光透過部材、４９…反射部材、５１…保持部、７０…熱伝導部材、８０…保
護部材。
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